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き
、
県
農
業
公
社
や
担
い
手
組
織
と
の

連
携
に
よ
り
現
場
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
、
農
地
中
間
管
理
事
業
の
周
知
や
事

業
の
活
用
に
重
点
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

改
正
農
業
委
員
会
法
が
昨
年
４
月
に

施
行
さ
れ
、
７
つ
の
農
業
委
員
会
に
お

い
て
、
市
町
村
長
の
任
命
に
よ
る
農
業

委
員
と
、
農
業
委
員
会
会
長
が
委
嘱
し

た
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
誕
生

し
ま
し
た
。

　

新
た
に
誕
生
し
た
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
は
、
農
業
委
員
と
連
携
し
、

農
地
の
有
効
利
用
の
意
義
・
重
要
性
を

地
域
に
伝
え
、
地
域
の
農
地
の
利
用
調

整
に
積
極
的
に
係
わ
る
な
ど
、
現
場
段

階
で
中
心
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
に
は
15
の
農
業
委
員
会

が
、
平
成
30
年
度
に
は
11
の
農
業
委
員

会
が
、
新
体
制
に
移
行
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

当
会
議
は
、
新
制
度
に
移
行
す
る
農

業
委
員
会
の
体
制
が
更
に
強
化
さ
れ
る

よ
う
市
町
村
条
例
の
改
正
や
活
動
方
法

等
に
つい
て
助
言・協
力
し
て
行
き
ま
す
。

　

ま
た
、
前
述
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
に
お
い
て
、
農
業
委
員
と
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
と
の
連
携
の
あ
り
方

や
業
務
の
具
体
的
な
推
進
方
法
等
を
検

討
し
、
市
町
村
農
業
委
員
会
に
提
案
し

て
行
き
ま
す
。

　

当
会
議
は
、
市
町
村
農
業
委
員
会
と

と
も
に
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
業
務
の
品

質
向
上
に
努
め
、「
人
」
と
「
農
地
」

の
課
題
解
決
に
取
り
組
み
ま
す
。

（
一
社
）岩
手
県
農
業
会
議
会
長　

佐
々
木
和
博

　

去
る
３
月
13
日
に
平
成
28
年
度
一
般

社
団
法
人
岩
手
県
農
業
会
議
定
期
総
会

を
開
催
し
、
平
成
29
年
度
事
業
計
画
な

ど
全
て
の
議
案
を
原
案
ど
お
り
決
定
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

事
業
計
画
に
は
、
新
た
な
取
り
組
み

と
し
て
、
農
業
委
員
会
業
務
の
更
な
る

充
実
の
た
め
の
具
体
的
な
業
務
推
進
方

向
等
を
検
討
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
の
設
置
や
本
格
運
用
が
始
ま
る
農
地

情
報
公
開
シ
ス
テ
ム（
全
国
農
地
ナ
ビ
）

フ
ェ
ー
ズ
２
へ
の
円
滑
な
移
行
と
移
行

後
の
農
地
台
帳
・
地
図
の
更
新
へ
の
支

援
を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
委
員
会
組
織
の
必
須
業

務
で
あ
り
ま
す
「
農
地
等
の
利
用
の
最

適
化
の
推
進
」、つ
ま
り
、担
い
手
へ
の

農
地
の
利
用
集
積
・
集
約
化
、遊
休
農
地

の
発
生
防
止
・
解
消
、新
規
就
農
者
の
確

保･

育
成
に
つ
い
て
は
、農
業
委
員
、農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
最
前
線
に

立
っ
て
、
こ
れ
ま
で
も
鋭
意
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
今
後
と

も
、関
係
者
が
更
に
連
携
を
強
化
し
て
、

こ
の
業
務
に
着
実
に
取
り
組
み
、
農
業

者
の
期
待
と
信
頼
に
応
え
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
本
年
１
月
に
、
当
会
議

と
農
地
中
間
管
理
機
構
で
あ
り
ま
す
岩

手
県
農
業
公
社
、
認
定
農
業
者
組
織
連

絡
協
議
会
、
農
業
法
人
協
会
な
ど
担
い

手
組
織
と
の
間
で
、「
農
地
中
間
管
理

事
業
に
よ
る
農
用
地
の
集
積
・
集
約
化

の
推
進
に
関
す
る
連
携
協
定
」
を
締
結

し
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
度
は
、
こ
の
協
定
に
基
づ

農
用
地
の
集
積
・
集
約
化
の
推
進
に
関
す
る
連
携
協
定

No.
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機
構
と
連
携
し
た
農
地
利
用
の

集
積
・
集
約
化
推
進
の
あ
り
方

③　

積
極
的
な
遊
休
農
地
の
発
生
防

止
・
解
消
に
向
け
た
農
業
委
員

会
の
役
割

　

Ｗ
Ｇ
に
は
、
必
要
に
応
じ
て
、
農

業
委
員
会
事
務
局
長
、
県
農
業
振
興

課
職
員
、
農
業
公
社
職
員
に
助
言
者

と
し
て
参
画
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
Ｗ
Ｇ
で
、
３
回
程
度

の
検
討
を
重
ね
、
６
月
末
ま
で
に
素

案
づ
く
り
を
終
え
て
、
夏
以
降
に
予

定
し
て
い
る
農
業
委
員
・
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
ブ
ロ
ッ
ク
別
研
修

で
意
見
を
伺
っ
た
後
、
９
月
末
ま
で

に
最
終
案
と
し
、
10
月
に
予
定
す
る

農
業
委
員
会
事
務
局
長
研
修
会
で
成

案
と
し
、
下
期
以
降
の
業
務
、
活
動

に
反
映
で
き
る
よ
う
に
す
る
計
画
で

す
。

　

「
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
」
や

「
農
地
中
間
管
理
機
構
と
の
連
携
」

な
ど
大
き
な
期
待
を
背
負
っ
て
い
ま

す
が
、
守
り
一
辺
倒
で
あ
っ
た
農
業

委
員
会
組
織
で
す
が
、
農
業
委
員
、

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
精
力

的
な
現
地
活
動
を
通
じ
て
、
農
業
委

員
会
が
目
に
見
え
る
成
果
を
あ
げ
る

こ
と
に
よ
っ
て
攻
め
に
転
じ
、
担
い

手
へ
の
農
地
の
利
用
集
積
・
集
約
や

遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・
解
消
に
突

き
進
む
農
業
委
員
会
組
織
に
生
ま
れ

変
わ
る
１
年
に
し
ま
し
ょ
う
。

（
文
責　

三
浦　

正
弘
）

た
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
は
ど

の
よ
う
な
活
動
を
す
れ
ば
い
い
の

か
？
定
数
が
減
ら
さ
れ
た
農
業
委
員

は
何
を
す
れ
ば
い
い
の
か
？
農
業
委

員
と
農
地
利
用
最
最
適
化
推
進
委
員

の
連
携
は
ど
う
あ
れ
ば
い
い
の
か
？

農
業
公
社
の
農
地
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
の
役
割
分
担
と
連
携
は
ど
う

あ
れ
ば
い
い
の
か
？
農
業
委
員
会
と

農
業
公
社
と
の
連
携
を
ど
う
す
れ
ば

い
い
の
か
？
と
い
っ
た
問
い
に
答
を

出
せ
な
い
ま
ま
一
年
が
経
過
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
こ
う
し
た
反
省
に
立

ち
、
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が
ら

農
業
委
員
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
の
活
動
体
制
を
整
え
つ
つ
あ
る

農
業
委
員
会
の
事
例
を
整
理
し
な
が

ら
、
本
県
の
農
業
委
員
会
が
求
め
ら

れ
る
業
務
を
推
進
す
る
よ
う
支
援
す

る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
農
業
委
員
会
事
務

局
職
員
と
農
業
会
議
職
員
が
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
（
Ｗ
Ｇ
）
を
編
成

し
、
農
業
委
員
会
業
務
の
推
進
や
農

業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
の
活
動
に
係
る
現
状
と
課
題
を
踏

ま
え
、
こ
れ
ら
の
活
動
の
変
革
の
た

め
の
案
を
作
成
し
、
農
業
委
員
会
の

業
務
、
農
業
委
員
・
推
進
委
員
活
動

に
反
映
す
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　

Ｗ
Ｇ
の
テ
ー
マ
は
次
の
３
つ
。

①　

農
業
委
員
会
業
務
の
推
進
及
び

農
業
委
員
・
推
進
委
員
活
動
の

あ
り
方

②　

農
業
委
員
会
と
農
地
中
間
管
理

　

さ
て
、
国
で
は
「
担
い
手
へ
の
農

地
の
利
用
集
積
・
集
約
化
」
を
推
進

す
る
た
め
に
、
農
地
中
間
管
理
機
構

と
農
業
委
員
会
組
織
を
車
の
両
輪
に

位
置
付
け
た
施
策
を
体
系
化
し
、
予

算
措
置
を
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
た
農

地
中
間
管
理
事
業
で
す
が
、
本
県
は

毎
年
度
の
農
地
中
間
管
理
機
構
（
岩

手
県
農
業
公
社
）借
入
面
積
、貸
付
面

積
の
目
標
を
そ
れ
ぞ
れ
３
，６
０
０

ha
と
し
て
い
ま
す
。
平
成
27
年
度
ま

で
の
実
績
は
こ
れ
を
上
回
っ
て
い
ま

し
た
が
、
平
成
28
年
度
は
、
借
入
面

積
が
約
２
，２
０
０
ha
、
貸
付
面
積

が
約
３
，
０
０
０
ha
と
減
少
に
転
じ

ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
農
地

中
間
管
理
機
構
と
連
携
し
て
「
農
地

等
の
利
用
の
最
適
化
」
を
推
進
す
る

と
さ
れ
た
農
業
委
員
会
組
織
へ
の
期

待
が
一
気
に
高
ま
り
、
そ
の
裏
返
し

と
し
て
批
判
の
声
が
聞
こ
え
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。「
農
業
委
員

会
法
を
改
正
し
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、

農
業
委
員
会
の
動
き
は
以
前
と
何
も

変
わ
っ
て
い
な
い
。
農
業
委
員
会
が

農
地
の
出
し
手
や
受
け
手
の
掘
り
起

こ
し
と
そ
の
調
整
機
能
を
果
た
し
て

い
な
い
の
で
は
な
い
か
？
」
と
い
っ

た
こ
と
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
は
本
県
に
限
っ

た
こ
と
で
は
な
く
、
全
国
的
な
空
気

の
よ
う
で
す
。

　

確
か
に
、
農
業
委
員
会
法
は
改
正

さ
れ
た
も
の
の
、
新
た
に
設
置
さ
れ

　

改
正
農
業
委
員
会
法
の
施
行
に
よ

り
、
農
業
委
員
会
の
必
須
業
務
に

「
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進
」

が
加
わ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
こ
と
あ

る
毎
に
耳
に
し
、
話
し
て
き
た
１
年

間
で
し
た
。

　

昨
年
度
を
振
り
返
る
と
課
題
が
見

え
て
き
ま
し
た
の
で
、
今
年
度
、
重

点
的
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
に
つ
い
て
触
れ
ま
す
。

　

先
ず
、
新
し
い
組
織
体
制
へ
の
移

行
状
況
で
す
。

　

平
成
28
年
４
月
に
移
行
し
た
７
農

業
委
員
会
で
は
、
農
業
委
員
定
数

９
６
（
75
減
）、
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
定
数
１
０
１
、
総
定
数

１
９
７
（
28
増
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
29
年
度
に
移
行
す
る

１５
農
業
委
員
会
の
う
ち
、
14
農
業
委

員
会
の
定
数
が
３
月
ま
で
に
定
め

ら
れ
、
農
業
委
員
が
１
４
０
（
98

減
）、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

１
５
６
、
総
定
数
２
９
６
（
60
増
）

と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
委
員
総
数
が

20
％
増
え
、
改
正
農
業
委
員
会
法
が

目
指
す
通
り
、
現
場
活
動
を
充
実
で

き
る
体
制
が
整
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
残
る
12
農
業
委
員
会

が
新
体
制
の
枠
組
み
を
固
め
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
農
業
会
議
で

は
関
係
す
る
農
業
委
員
会
が
検
討
状

況
を
共
有
し
、
共
に
課
題
を
解
決
し

合
っ
て
い
く
よ
う
、
情
報
交
換
会
な

ど
に
よ
り
、
充
分
な
定
数
確
保
な
ど

体
制
の
強
化
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

オピニオン
コーナー 守りから攻めへ
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の
農
地
の
集
積
を
目
的
と
し
た
連
携
協

定
が
締
結
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
農

地
等
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進
に
向
け

て
、
一
層
の
取
組
を
お
願
い
す
る
」
と

祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

総
会
に
は
、「
平
成
28
年
度
収
支
予

算
の
変
更
」、「
平
成
29
年
度
事
業
計
画

及
び
収
支
予
算
の
設
定
」、「
平
成
29
年

度
会
費
の
額
及
び
徴
収
方
法
等
の
決

定
」、「
平
成
29
年
度
借
入
金
最
高
限
度

額
及
び
借
入
先
の
決
定
」「
平
成
29
年

度
役
員
報
酬
の
決
定
」
の
５
議
案
が
上

程
さ
れ
、
全
て
の
議
案
が
原
案
通
り
決

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
議
案
は
、
当
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
示
し
て
い
ま
す
。

　

http://w
w
w
.iw
ate-ca.or.jp

　

定
期
総
会
で
決
定
さ
れ
た
２９
年
度
事

業
計
画
の
概
要
を
説
明
し
ま
す
。

　

本
会
の
事
業
計
画
は
こ
れ
ま
で
、
農

業
委
員
会
組
織
が
こ
れ
ま
で
力
を
入
れ

て
取
り
組
ん
で
き
た「
人
」と「
農
地
」

対
策
を
大
き
な
柱
に
農
政
対
策
や
情
報

活
動
等
を
一
体
的
に
盛
り
込
ん
で
構
成

し
て
き
ま
し
た
が
、
29
年
度
事
業
計
画

は
、
農
業
委
員
会
法
に
規
定
す
る
農
業

委
員
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
構
業
務
に
か

か
る
計
画
と
そ
れ
以
外
の
計
画
の
２
部

構
成
と
し
ま
し
た
。

平
成
29
年
度
に
移
行
す
る
15
農
業
委
員

会
、
平
成
30
年
度
に
移
行
す
る
11
農
業

委
員
会
と
の
情
報
交
換
や
助
言
活
動
を

充
実
し
、円
滑
な
移
行
を
支
援
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
こ
れ
ら
業
務
の
実
効
性

を
高
め
る
た
め
、
農
業
委
員
会
事
務
局

職
員
と
本
会
職
員
に
よ
る
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
を
設
置
し
、
農
業
委
員
と
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
と
の
連
携
の

仕
方
な
ど
、
具
体
的
な
活
動
方
法
を
検

討
し
ま
す
。

　

農
業
・
農
村
の
課
題
を
幅
広
く
く
み

あ
げ
、
農
業
者
が
将
来
に
夢
と
希
望
を

持
っ
て
農
業
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
東
日
本
大
震
災
・
津
波
や
昨

年
の
台
風
10
号
等
大
雨
災
害
か
ら
の
復

旧
・
復
興
対
策
も
含
め
た
「
農
業
・
農

村
施
策
」
の
充
実
を
、
国
、
県
に
求
め

て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
県
農
業
再
生
協
議
会
構
成
機

関
と
し
て
、
耕
作
放
棄
地
再
生
利
用
緊

急
対
策
事
業
、
収
入
減
少
影
響
緩
和
対

策
積
立
金
管
理
な
ど
の
業
務
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
農
業
会
議
通
信
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
広
報
媒
体
を
活
用
し
て
情
報

発
信
す
る
な
ど
、
更
な
る
活
動
の
「
見

え
る
化
」
を
図
る
と
と
も
に
、
農
業
委

員
会
や
農
業
者
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
、
効
率
か
つ
効
果
的
に
業
務
を
推

進
し
ま
す
。　
　
　

（
村
上　

俊
一
）

　

「
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進

が
農
業
委
員
会
の
必
須
業
務
と
さ
れ
る

と
と
も
に
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
の
設
置
な
ど
農
業
委
員
会
は
新
た
な

体
制
に
移
行
す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

29
年
度
は
２
年
目
に
あ
た
り
、
新
制
度

の
も
と
着
実
な
成
果
が
求
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
次
を
重
点
的
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

担
い
手
へ
の
農
地
の
利
用
集
積
・
集

約
化
の
推
進
は
、
岩
手
県
農
業
公
社
や

経
営
者
組
織
等
と
本
会
が
本
年
１
月
に

締
結
し
た
「
農
地
中
間
管
理
事
業
に
よ

る
農
用
地
の
集
積
・
集
約
化
の
推
進
に

関
す
る
連
携
協
定
」
に
基
づ
き
、
関
係

者
が
連
携
し
て
農
地
中
間
管
理
事
業
の

周
知
や
利
用
の
働
き
か
け
等
に
積
極
的

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・
解
消
に
つ

い
て
は
、
研
修
等
を
通
じ
て
農
業
委

員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
活

動
を
支
援
し
ま
す
。

　

新
規
参
入
の
促
進
に
つ
い
て
は
、
就

農
相
談
活
動
や
農
業
法
人
等
へ
の
就
農

希
望
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
を
進
め
る

と
と
も
に
、
担
い
手
の
育
成
に
つ
い
て

は
、
法
人
化
の
支
援
、
農
業
経
営
の
合

理
化
に
対
す
る
支
援
、
認
定
農
業
者
組

織
連
絡
協
議
会
や
農
業
法
人
協
会
な
ど

の
経
営
者
組
織
の
自
主
的
な
活
動
へ
の

支
援
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

新
た
な
体
制
の
確
立
に
つ
い
て
は
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
業
務
　
　
■

■
■
■
■
■
　
　
事
業
計
画

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
業
務
以
外
■

■
■
　
　
　
　
の
事
業
計
画

平
成
28
年
度
定
期
総
会
開
催

平
成
29
年
度
事
業
計
画
概
要

熱心に総会に臨む農業会議会員の方々

　

平
成
28
年
度
定
期
総
会
を
３
月
13

日
、
盛
岡
市
・
エ
ス
ポ
ワ
ー
ル
い
わ
て

で
開
催
し
ま
し
た
。

　

総
会
冒
頭
、
佐
々
木
和
博
会
長
は
、

「
改
正
農
業
委
員
会
法
が
昨
年
４
月
に

改
正
さ
れ
、
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化

の
推
進
が
必
須
業
務
と
さ
れ
、
農
業
者

等
か
ら
の
期
待
と
信
頼
に
応
え
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
農
業
会
議

は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
業
務
の
品
質
向

上
に
努
め
、「
人
」
と
「
農
地
」
の
課

題
解
決
に
取
り
組
ん
で
行
く
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。
来
賓
と
し
て
出
席
し

た
小
岩
一
幸
県
農
林
水
産
部
農
政
担
当

技
監
は
、「
本
年
１
月
24
日
に
は
、
農

地
中
間
管
理
事
業
の
活
用
に
よ
る
一
層
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平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し
、
本
村

中
心
部
に
壊
滅
的
な
被
害
を
も
た
ら
し
た

東
日
本
大
震
災
か
ら
６
年
が
経
ち
ま
し

た
。
こ
の
時
期
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
等
で
当

時
の
状
況
や
各
地
の
復
興
の
様
子
な
ど
が

連
日
報
道
さ
れ
、
ま
た
、
犠
牲
者
の
追
悼

行
事
が
本
村
で
も
開
催
さ
れ
る
の
で
、
当

然
で
あ
る
が
あ
の
日
か
ら
こ
れ
ま
で
の
こ

と
を
振
り
返
ら
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

当
時
、
絶
望
的
な
状
況
に
あ
り
な
が
ら

も
、
復
旧
、
そ
し
て
復
興
へ
邁
進
す
る
こ

と
が
で
き
た
の
は
、
今
日
ま
で
各
方
面
か

ら
た
く
さ
ん
の
ご
支
援
を
頂
い
た
こ
と
に

ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
現
在
で
も
継
続
的
に

支
援
を
頂
く
こ
と
も
あ
り
、
感
謝
に
堪
え

ま
せ
ん
。
お
陰
様
で
復
興
も
進
み
、
海
岸

堤
防
な
ど
の
完
成
は
少
し
先
の
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
生
活
基
盤
と
な
る
高
台
団
地

の
完
成
と
住
宅
再
建
な
ど
も
進
み
、
土
地

区
画
整
理
事
業
な
ど
、
ハ
ー
ド
面
の
整
備

は
間
も
な
く
完
了
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
被
災
さ
れ
た
方
々
に
は
こ
れ
ま
で

と
違
う
新
し
い
地
で
の
生
活
を
ス
タ
ー
ト

さ
れ
る
方
も
多
い
が
、
時
間
を
か
け
て
新

し
い
生
活
に
慣
れ
親
し
ん
で
い
っ
て
ほ
し

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

海
外
農
業
事
情
視
察
研
修
が
岩
手
県

農
業
法
人
協
会
の
主
催
に
よ
り
、
１
月

16
日
か
ら
23
日
に
か
け
て
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
海
外
農
業
事
情
視
察
研
修
は
、

岩
手
県
農
業
法
人
協
会
と
岩
手
県
農
業

農
村
指
導
士
協
会
が
交
互
に
主
催
し
て

お
り
、
海
外
の
農
業
事
情
や
文
化
に
触

れ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
お
け
る
こ
れ
か

ら
の
農
業
経
営
の
あ
り
方
を
考
え
、
会

員
個
々
の
経
営
発
展
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
に
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
参
加
者

は
、
農
業
法
人
協
会
及
び
指
導
士
協
会

か
ら
合
わ
せ
て
11
名
が
参
加
し
、
研
修

を
通
じ
た
参
加
者
同
士
の
交
流
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

研
修
で
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

穀
倉
地
帯
で
あ

る
、
ニ
ュ
ー
サ

ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル

ズ
州
の
リ
ー
ト

ン
を
中
心
に
、

米
や
麦
、
加
工

や
観
光
農
園
に

取
り
組
ん
で
い

る
農
業
経
営
体

を
訪
問
し
、
作

目
に
と
ら
わ
れ

ず
幅
広
く
経
営

体
の
視
察
を
行

い
ま
し
た
。

　

麦
を
主
要
な
作
目
と
す
る
経
営
体
で

は
、
干
ば
つ
に
よ
る
大
き
な
被
害
を
受

け
、
単
純
に
生
産
す
る
だ
け
で
は
経
営

体
と
し
て
存
続
し
て
い
く
こ
と
が
で
き

な
い
と
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
小

麦
粉
の
実
演
販
売
か
ら
加
工
の
取
り
組

み
を
始
め
、
現
在
で
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
全
土
に
販
売
を
拡
大
し
て
い
る
そ
う

で
す
。

　

果
樹
に
取
り
組
む
大
規
模
経
営
体
で

は
、
大
型
機
械
の
導
入
に
よ
る
省
力
化

で
、
広
大
な
土
地
を
家
族
経
営
に
よ
り

取
り
組
ん
で
お
り
、
徹
底
し
た
コ
ス
ト

意
識
の
基
に
経
営
を
展
開
し
て
い
ま
し

た
。

　

環
境
や
置
か
れ
た
状
況
は
そ
れ
ぞ
れ

異
な
り
ま
す
が
、
大
規
模
災
害
等
に
も

負
け
ず
、
不
屈
の
精
神
と
豊
か
な
ア
イ

デ
ア
で
農
業
経
営
を
行
う
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
農
業
者
か
ら
学
ん
だ
経
営
観
は

価
値
あ
る
も
の
で
し
た
。（
伊
藤　

翼
）

海
外
農
業
事
情
視
察
研
修

　
　(

岩
手
県
農
業
法
人
協
会)

私 も 一 言

　

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
県
北
地
域
で
は

古
く
か
ら
山
に
自
生
す
る
山
ぶ
ど
う
を
採

取
し
、
そ
の
果
汁
を
絞
っ
て
愛
飲
し
て
き

ま
し
た
。
鉄
分
が
豊
富
で
抗
酸
化
作
用
も

強
く
滋
養
強
壮
に
良
い
と
大
変
重
宝
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

野
田
村
で
は
平
成
11
年
頃
か
ら
、
か
つ

て
は
桑
畑
だ
っ
た
畑
地
で
山
ぶ
ど
う
の
栽

培
を
開
始
し
、
今
で
は
県
内
有
数
の
産
地

と
な
り
ま
し
た
。
酸
味
が
特
徴
の
山
ぶ
ど

う
で
す
が
、
野
田
村
で
は
海
か
ら
の
冷
た

い
空
気
を
運
ん
で
く
る
「
や
ま
せ
」
に
よ

り
、
夏
で
も
冷
涼
な
気
候
を
活
か
し
て

じ
っ
く
り
育
て
る
こ
と
で
他
の
地
域
で
栽

培
さ
れ
た
も
の
よ
り
糖
度
が
高
く
な
り
ま

す
。
そ
の
山
ぶ
ど
う
を
活
用
し
た
様
々
な

特
産
品
が
野
田
村
で
も
開
発
さ
れ
て
お

り
、
ワ
イ
ン
も
そ
の
一
つ
で
す
。

　

昨
年
10
月
に
は
地
元
で
の
ワ
イ
ン
醸
造

を
実
現
す
る
「
涼す

ず
み海
の
丘
ワ
イ
ナ
リ
ー
」

が
誕
生
し
ま
し
た
。
海
の
見
え
る
高
台
に

あ
る
こ
と
が
名
称
の
由
来
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
近
隣
の
市
町
村
に
醸
造
を
委

託
し
、
完
成
し
た
ワ
イ
ン
は
ワ
イ
ン
コ
ン

ク
ー
ル
で
も
高
い
評
価
を
頂
い
て
い
ま
し

た
。
地
産
地
消
の
実
現
に
よ
る
産
業
の
活

性
化
、
復
興
の
新
し
い
起
爆
剤
と
し
て
、

山
ぶ
ど
う
農
家
を
は
じ
め
復
興
を
支
え
て

頂
い
た
多
く
の
方
々
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
期

待
も
大
き
い
。
４
月
に
は
第
１
号
と
な
る

ワ
イ
ン
の
販
売
が
開
始
さ
れ
、
ま
た
、
一

部
は
近
接
す
る
野
田
玉
川
鉱
山
の
坑
道
で

さ
ら
に
熟
成
さ
れ
る
と
い
い
、
様
々
な
味

わ
い
を
楽
し
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

野
田
村
の
希
望
が
凝
縮
さ
れ
た
山
ぶ
ど

う
ワ
イ
ン
「
紫し

ず
く雫
」、
皆
さ
ん
に
も
是
非

ご
賞
味
い
た
だ
き
た
い
。

「
希
望
の
ワ
イ
ン
」

野田村農業委員会
会　長

弐又　文雄
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岩
手
県
認
定
農
業
者
組
織
連
絡
協
議

会
及
び
本
会
の
主
催
に
よ
り
、
東
北
地

方
の
認
定
農
業
者
等
農
業
経
営
者
を
対

象
と
し
た
、
東
北
認
定
農
業
者
サ
ミ
ッ

ト
を
八
幡
平
市
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

本
サ
ミ
ッ
ト
は
、
認
定
農
業
者
等
農

業
経
営
者
を
取
り
巻
く
情
勢
変
化
に
適

切
に
対
応
し
、
次
世
代
に
自
信
を
持
っ

て
継
承
で
き
る
農
業
経
営
及
び
地
域
農

業
を
確
立
し
て
い
く
た
め
、
東
北
地
方

の
認
定
農
業
者
が
一
堂
に
会
し
、
経
営

発
展
に
向
け
た
戦
略
、
地
域
農
業
の
維

持
発
展
及
び
農
村
の
活
性
化
策
に
つ
い

合
言
葉
は

『
椿
山
荘
で
会
い
ま
し
ょ
う
！
』

　

平
成
28
年
全
国
農
業
新
聞
普
及
推
進

実
績
が
確
定
し
、
情
報
活
動
功
労
賞
ほ

か
各
表
彰
の
受
賞
者
が
決
定
し
ま
し

た
。
岩
手
県
は
購
読
部
数
及
び
普
及
率

（
対
委
員
数
）
の
両
部
門
で
全
国
７
位

と
な
り
、
全
国
的
に
見
て
も
情
報
事
業

に
対
す
る
意
識
の
高
さ
が
実
績
と
し
て

表
れ
ま
し
た
。
農
業
委
員
会
の
皆
様
の

普
及
推
進
へ
の
頑
張
り
に
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

表
彰
さ
れ
る
団
体
及
び
個
人
等
は
次

の
と
お
り
で
、
表
彰
は
平
成
29
年
４
月

12
日
（
水
）に
ホ
テ
ル
「
椿
山
荘
」（
東

京
都
）
に
て
執
り
行
な
わ
れ
る
「
全
国

情
報
会
議
」
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
す
。

１
、
個
人
の
部
（
敬
称
略
）

〇
情
報
活
動
特
別
功
労
賞

　
　
　
　
　
　
　

（
全
国
上
位
10
傑
）

普
及
部
数
全
国
第
４
位　

　

鈴
木　

幸
雄

　

（
大
船
渡
市
農
業
委
員
会
会
長
）

〇
情
報
活
動
功
労
賞（
農
業
委
員
の
部
）

　

鈴
木　

幸
雄
（
再
掲
）

　

藤
原　

重
信
（
大
船
渡
市
農
業
委
員
）

　

上
部　
　

泉
（
大
船
渡
市
農
業
委
員
）

　

濱
田
平
八
郎
（
遠
野
市
農
業
委
員
）

　

折
戸　

勝
見
（�

陸
前
高
田
市
農
業
委

員
会
会
長
）

　

佐
藤　
　

俊
（
奥
州
市
農
業
委
員
）

　

及
川　

良
孝
（
奥
州
市
農
業
委
員
）

　

鈴
木　

哲
也
（
奥
州
市
農
業
委
員
）

２
、
団
体
等
の
部

〇�

平
成
28
年
普
及
拡
張
特
別
優
秀
農
業

委
員
会
（
全
国
上
位
10
傑
）

普
及
部
数
の
部　

第
９
位

　

一
関
市
農
業
委
員
会

委
員
数
対
比
の
部　

第
５
位

　

紫
波
町
農
業
委
員
会

〇�

普
及
優
秀
農
業
委
員
会
・
団
体
等
表

彰

　

大
船
渡
市
農
業
委
員
会
、花
巻
市
農

業
委
員
会
、遠
野
市
農
業
委
員
会
、一
関

市
農
業
委
員
会
、八
幡
平
市
農
業
委
員

会
、奥
州
市
農
業
委
員
会
、滝
沢
市
農
業

委
員
会
、葛
巻
町
農
業
委
員
会
、紫
波
町

農
業
委
員
会
、矢
巾
町
農
業
委
員
会

３�
、
第
23
回
「
農
業
委
員
会
だ
よ
り
」

全
国
コ
ン
ク
ー
ル

〇
全
国
農
業
新
聞
特
別
賞

　

花
巻
市
農
業
委
員
会

４�

、
平
成
28
年
全
国
農
業
新
聞
地
方
版

年
間
優
秀
賞

〇
一
般
記
事
の
部

岩
手
県
支
局

「
満
開
の
リ
ン
ゴ
の
花
に
囲
ま
れ　

ピ

ア
ノ
と
バ
イ
オ
リ
ン
の
調
べ　

松
本
リ

ン
ゴ
園
」（
５
月
20
日
付　

岩
手
版
）

（
細
川　

直
美
）

　平成29年４月１日から新たに加わったスタッ
フを紹介します。

主　　事

相
あい

　場
ば

　　　俊
しゅん

　

就農相談員

菅
すが

　原
わら

　和
かず

　仁
ひと

情
報
事
業
関
係
受
賞
者
決
定

大船渡市農業委員会
会長　鈴木幸雄氏

東
北
認
定
農
業
者
サ
ミ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
の
開
催

(

岩
手
県
認
定
農
業
者
組
織
連
絡
協
議
会)

　なお、嘱託職員として働いていただいた、
村上幸司さんと菊地正二さんが、３月末を
もって退職されました。ご苦労様でした。

　平成27年12月から臨時職員
として、また、平成28年４月
から嘱託職員として勤務して

きていましたが、この度、４月から正職員とし
て採用されました。すでにバリバリと働いても
らっています。

　県職員として、主に普及セ
ンターで働いた後、県農業公
社で担い手育成対策を担当し

ていましたが、今般、就農相談員として、主に
農の雇用事業を担当します。

て
の
議
論
や
交
流
を
通
し
て
、
経
営
意

欲
の
一
層
の
高
揚
を
図
る
も
の
で
す
。

　

サ
ミ
ッ
ト
で
は
、「
東
北
農
業
の
展

望
」
に
つ
い
て
の
講
演
や
、
目
指
そ
う

と
す
る
経
営
に
つ
い
て
の
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
参
加
者
同
士
の
交
流

会
や
コ
ー
ス
ご
と
の
現
地
視
察
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
奮
っ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

主�

催
／�

岩
手
県
認
定
農
業
者
組
織
連
絡

協
議
会
、(

一
社)

岩
手
県
農
業

会
議

日�

時
／�

平
成
29
年
６
月
29
日（
木
）午
後

１
時
30
分
～
30
日（
金
）正
午

場
所
／�

八
幡
平
市
「
八
幡
平
ロ
イ
ヤ
ル

ホ
テ
ル
」
ほ
か

（
伊
藤　

翼
）

新しいスタッフの紹介
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本
年
度
３
月
時
点
の
新
規
加
入
者
数

(

２
月
末
実
績)
は
56
人
と
な
り
、
加

入
推
進
目
標
97
人
に
対
す
る
進
捗
率
は

57
％
で
す
。
う
ち
、
重
点
対
象
と
し
て

い
る
若
年
層(

20
～
39
歳)

の
新
規
加

入
者
数
は
、
32
人
で
、
加
入
推
進
目
標

64
人
に
対
す
る
進
捗
率
は
50
％
で
す
。

　

28
年
度
の
新
規
加
入
者
数
が
確
定
す

る
の
は
４
月
中
旬
頃
に
な
る
予
定
で
す
。

◇
目
標
達
成
市
町
村

１
位
・
矢
巾
町
、
２
位
・
葛
巻
町
、
３

位
雫
石
町
、
金
ケ
崎
町(

達
成
率
の
高

い
順
、同
率
の
場
合
は
人
数
の
多
い
順)

◇
若
年
層
の
目
標
達
成
市
町
村

１
位
・
金
ケ
崎
町
、
２
位
・
陸
前
高
田

市
、
３
位
・
矢
巾
町

　

ま
た
、
加
入
者
数
で
は
一
関
市
が
最

多
の
７
人(

う
ち
、若
年
層
は
一
関
市
、

雫
石
町
、
金
ケ
崎
町
が
同
数
の
４
人
で

最
多)

で
す
。
関
係
各
位
の
ご
尽
力
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
は
、「
加
入
者
累
計

13
万
人
に
向
け
た
後
期
２
ケ
年
強
化
運

動
」
の
二
年
目
に
な
り
ま
す
。
こ
の
運

動
は
、
特
に
若
い
世
代
の
加
入
を
重
点

的
に
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
の
で
、

本
県
に
お
い
て
も
、
年
度
計
画
に
定
め

る
新
規
加
入
目
標
の
達
成
に
向
け
て
、

関
係
機
関
・
団
体
が
一
丸
と
な
り
、
取

り
組
ま
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

（
川
村　

祐
子
）

農
業
者
年
金
加
入
推
進

　
　
　
　
　
　
ニ
ュ
ー
ス

全
国
農
業
新
聞
普
及

　
　
　
　
　
　
ニ
ュ
ー
ス

　

平
成
29
年
１
月
申
込
部
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　

全
国
第
３
位
！

　

平
成
29
年
の
普
及
推
進
が
ス
タ
ー
ト

し
、
２
月
購
読
部
数
が
確
定
し
ま
し

た
。
購
読
部
数
は
３
５
５
２
部
、
前
年

12
月
対
比
26
部
の
減
部
で
は
あ
り
ま
す

が
、
申
込
部
数
が
全
国
３
位
に
入
る
好

ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。
対
前
月
増

加
部
数
も
ベ
ス
ト
テ
ン
は
逃
し
ま
し
た

が
全
国
11
位
に
入
り
、
普
及
ニ
ュ
ー
ス

を
書
く
手
に
も
力
が
入
り
ま
す
。

　

平
成
28
年
を
終
え
た
後
も
取
り
組
み

に
緩
み
が
生
じ
ず
、
健
闘
さ
れ
て
い
る

農
業
委
員
会
の
皆
々
様
に
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　
「
全
国
農
業
新
聞
農
地
利
用
の
最
適

化
達
成
を
目
指
す
３
ヵ
年
運
動
」
も
２

年
目
を
迎
え
ま
す
。
平
成
29
年
度
の

普
及
推
進
は
目
標
部
数
３
９
７
０
部

を
早
期
達
成
し
、
３０
年
度
目
標
部
数
の

４
０
０
０
部
へ
続
く
次
の
ス
テ
ー
ジ
に

進
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
今
年
度
は
「
新
制
度
移
行

時
全
員
購
読
」
の
掛
け
声
の
も
と
、
組

織
一
丸
と
な
っ
た
取
り
組
み
の
強
化
を

図
り
、
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
購
読
１
０
０
％
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
。　
　
　
　

（
細
川　

直
美
）

6

開催時期 行　　　　　　事　　　　　　名

4月11日（火） 第13回常設審議委員会（エスポワールいわて）
4月12日（水） 平成29年度全国情報会議（東京都「椿山荘」）
4月12日(水)
  ～13日(木)

平成29年度農業委員会等新任職員研修会
（盛岡市内）

4月26日（水） 平成29年度新任農業者年金業務担当者研修会
（県立農業大学校）

5月15日（月） 第14回常設審議委員会（岩手県産業会館）

5月中旬 市町村農業委員会事務局長研修会及び会議
（盛岡市内）

5月中旬 市町村農業委員会会長研修会及び会議
（盛岡市内）

5月29日（月） 県選出国会議員要請活動（東京都「議員会館」）

5月29日（月） 平成29年度全国農業委員会会長大会
（東京都「文京シビックホール」）

6月上旬 農地主任者研修（盛岡市内）
6月15日（木） 第15回常設審議委員会（岩手県産業会館）
6月中旬 理事会（盛岡市内）
6月中旬 農業者年金業務担当者会議（盛岡市内）

6月下旬 平成29年度一般社団法人岩手県農業会議定時
社員総会（岩手県産業会館）

6月29日(木)
  ～30日(金) 東北認定農業者サミット（八幡平市） お申し込みは　一般社団法人岩手県農業会議へ

TEL：019-626-8545　FAX：019-629-9210

全国農業図書 新刊案内

　女性農業委員は各地の農業委員会活動の活
性化に大きなインパクトを与えてきました。
改正農業委員会制度の下でも、女性登用の拡
大による男女共同参画推進の一層の強化が不
可欠です。今年３月開催の「第12回女性農業
委員活動推進シンポジウム」での新制度に基
づく女性委員選出現場の動きを反映したパネ
ル討議を、当日のコーディネーターで男女共
同参画の権威・五條氏に編集いただきました。

“新制度のもとでの女性登用拡大”の取り組
みにむけて有用な一冊です。

女性が活躍する農業委員会
－新制度のもとでの女性登用拡大－

図書コード：28-45  Ａ5判・51頁
定価：500円（税込）送料実費 

　農委制度の改正後も、農業委員会活動への女性参画をさらに進める
必要があります。
　女性農業委員が結集して相互研さんや政策提案に取り組む「全国
農業委員会女性協議会」の活動や、女性農業
者の参画を促す国の施策を盛り込みました。
　現職の農業委員はもちろん、地域での話し
合いや候補者への働きかけなどに幅広くご活
用ください。
　― 内　容 ―
　　○宮崎県都城市農業委員会の事例
　　○岐阜県飛騨市農業委員会の事例
　　○全国および県段階の女性農業委員組織
　　○女性農業者の参画を国もバックアップ
　　○農業委員会の役割および活動の紹介

今こそ農業委員会に女性の力を！
女性登用促進に最適のリーフレット

図書コード：28-51  A4版・ﾘｰﾌ6頁
定価：75円（税込）送料実費 

♦ 29年4月から6月までの主要な行事 ♦

編
集
・
発
行
人
／
事
務
局
長
・
山
田
亙　

〒
０
２
０

－

０
０
２
４　

盛
岡
市
菜
園
一
丁
目
４
番
10
号
（
第
二
産
業
会
館
４
階
）
電
話
〇
一
九

－

六
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八
五
四
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印
刷
／
株
式
会
社
興
版
社


